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    当事務所管理の国道 20 号では、毎年 10～12 月にかけて高樹齢で巨木化が進んだケヤキ、イチ 

ョウの落ち葉による沿道住民の苦情が殺到していた。 

対策として、定期の道路清掃を見直し、落ち葉区間の中でも密の植樹区間とそれ以外区間につ 

いて、コストを考慮し強弱を付けて道路清掃を実施するとともに、密の植樹区間では、住民の目 

に見える作業として、夜間から昼間清掃へ時間帯の変更といった実施内容への工夫を凝らした。 

 その結果、地域住民の苦情を減らし、コスト縮減を実現するといった効果を得ることができた。 

［樹木概要］ ・幹周 2ｍ ・樹高 22ｍ ・樹木間隔 7～10m ・1,471 本  

 

キーワード 道路清掃、沿道住民、落ち葉苦情、樹木剪定  
 

 

1.  はじめに 

 

 当事務所の日野出張所管内では、毎年10月～12月中旬

にかけて、「調布市のケヤキ」、「八王子市のイチョ

ウ」の落ち葉による沿道住民の苦情が殺到する。こうし

た苦情に対して何らかの対策を講じる必要があることか

ら、道路清掃計画において施工時期・時間を考慮し、区

間毎に強弱をつけた対応を行った。 

 

2.  緑地管理の現状 

 

 調布市のケヤキ（写真-1）については、東京オリンピ

ック開催前に植樹されたものであり、植栽区間5.0kmに

710本存在する。このケヤキにおいては、3年に1回の周

期で強剪定（図-1）を実施しているところであり、2008

年度は279本、2009年度は170本実施した。 

 

写真-1 調布市のケヤキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 ケヤキ強剪定 

 

八王子市のイチョウ（写真-2）については、1929年   

宮内庁において、大正天皇埋葬の御陵整備と共に植樹さ

れたものであり、植栽区間4.0kmに761本存在する。 

 

 

写真-2 八王子市のイチョウ 

越境枝剪定

官民境界

支障枝剪定



このイチョウについては、八王子市の天然記念物に指

定されていることもあり、2006年までは未剪定による管

理を行っていた。  

しかし、沿道住民からの要望が多数寄せられたことを

踏まえ、2007年度に「八王子イチョウ並木管理検討委員

会」（学識者、自治会、自治体、所轄署により構成）を

設立し、景観に配慮した剪定手法としてデザイン剪定を

確立した。これにより、2008年度は128本、2009年度は

237本の剪定（図-2）を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 イチョウデザイン剪定 

 

3.  落ち葉に関する苦情 

 

2008年度10月下旬から１月末に受付けた苦情について、

できるだけ沿道住民と直接対面し意見を伺う（147件／

260件）ことによって、住民の苦情に起因する要素を聞

き出し、大きく2つに分類した。 

 

（1）街路樹未剪定による苦情 

 民地へ越境した樹木枝より落葉し、家屋の雨どい詰 

まりを発生させるなど、住民の生活財産に悪影響を及 

ぼすことが原因で寄せられたと推察される。 

（写真-3） 

 

（2）落ち葉清掃への労力的苦情 

 民地内及び商業施設内への落ち葉の侵入、また、住 

居前歩道に溜まった落ち葉の清掃を日々続けることへ 

の苦痛が原因で寄せられたと推察される。 

（写真4,5,6） 

4.  清掃計画、清掃労力の軽減手法の現状 

 
 2004年度より、沿道住民の道路清掃協力への金銭的な

負担軽減のため、道路清掃工事にて「落ち葉袋」を植樹

沿道住民に配付、落ち葉の回収を行っていたところであ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 越境状況 

 

 
写真-4 落ち葉状況① 

 

 
写真-5 落ち葉状況② 

 

  

写真-6 沿道住民清掃状況 

官民境界

越境枝剪定

支障枝剪定
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民地民地



また、2008年度より落ち葉時期の清掃回数を増やし、

10月中旬より週2回、交通量の減少する夜間に道路清掃

（歩道の人力掃き出し含む）を実施した。 

しかし、清掃後天候によっては、大量の落ち葉が舞い

落ちる状況となり、住民の目に留まる朝方には、清掃の

効果が見られない状況になっていた。（写真-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-7 2008年度 道路清掃後の経過状況 

 

 

 

 

5.  2009年度実施内容 

 
（1）目に見える作業 

2009年度は、これまで夜間を中心に行ってきた道路 

清掃（道路清掃車の作業と人力による掃き出し作業） 

を「目に見える」作業を念頭に置き、調布市のケヤキ、 

八王子市のイチョウ区間については、落葉期の間一部 

区間を昼間作業に切り替えることとした。（写真-8） 

この際に、懸案となったのが、道路使用許可を発

行する所轄警察署の協力であり、特に対策を求められ

た事項については、交通渋滞対策、歩道利用者への安

全対策、沿道住民への周知方法であった。 

交通渋滞対策は、清掃作業の起点を日々見直すこ

とにより、渋滞発生箇所を固定させないよう対策を講

じた。 

歩道利用者、沿道住民への対策は、周知ビラ及び

看板による対策を講じることで、理解を得ることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夜間時清掃作業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昼間時清掃作業】 

写真-8 道路清掃状況 

 

 

 

 

【清掃作業直後】 

【清掃作業2時間後（午前3時）】 

【清掃作業7時間後（午前8時）】 



（2）作業内容周知 

  沿道住民への周知として、作業日時を把握出来るよ

う清掃実施案内看板を沿道に設置（図-3）したほか、

道路清掃作業の予定周知ビラ（図-4）を沿道住民宅へ

投函した。近隣で行われたイベント時には、参加者へ

道路管理施策のPRを実施した。（図-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 作業内容周知看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 予定周知ビラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 PR看板① 

 

 

 

図-5 PR看板② 

 

落 ち 葉 収 集 に つ い て の お 知 ら せ

地元住民の皆様へ

　 　秋季における街路樹の落ち葉収集にご協力いただき

    誠に有難うございます。収集して頂きました袋を、下記

    日程にて収集致しますので、ご協力お願い致します。

記

相 武 国 道 事 務 所

     期 　 間：平成21年10月26日から平成21年12月25日まで

     収 集 日：　裏面　収集予定日参照

  　時 　 間：   裏面　収集予定日の朝9時までに出してください。

  　置く場所： 街路樹の横等

　　　　 　　※　落ち葉の状況により期間の延長もあります。

       （歩行者の通行のじゃまにならない所で、車両より見える箇所）

                     （昼間道路清掃作業時に回収させて頂きます）

日 野 出 張 所

℡　042－582－0408



（3）清掃作業 

  出張所管内の全区間における定期的な道路清掃の年

間回数を圧縮し、落ち葉区間である調布市のケヤキ、

八王子市のイチョウを落ち葉期に週3回、2班体制で実

施した。（図-6） 

更に、落ち葉発生区間においては、沿道住居地 

区・商業地区の落葉時期がばらついているため、樹木

の落葉時期に合わせた清掃時期・区間を設定し、きめ

細かく集中的に落ち葉清掃を実施できるようにした。 

 以上の取り組みにより、住民からの落ち葉に対する 

意見を大幅に減少（表-1）させることに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 落ち葉区間比較 

 

表-1 苦情件数比較 

2008年度 2009年度 2008年度 2009年度

落ち葉による苦情 １０３件 ４８件 ３２件 ５件

銀杏の実に対する苦情 ５２件 ２３件

剪定要望 ４９件 １５件 ２４件 １５件

計 １５２件 ６３件 １０８件 ４３件

調布のケヤキ 八王子のイチョウ

 

 

特に、昼間清掃を行うことにより、沿道住民の目 

に落ち葉清掃を行っていることが具体的に見えること

で一定の評価を得ることができた。 

コストについては、これまで路線全体の定期清掃

実施時に行っていた夜間の落ち葉区間の清掃を取り止

めたこと、及び落ち葉清掃区間では、一部区間を夜間

から昼間に変更することにより清掃延長で約30%、コ

ストで約700万円の圧縮が実現できた。 

 

（4）剪定作業との連携 

 従前は、冬期に剪定を行っていたところであるが、 

2009年度はケヤキの強剪定及びイチョウのデザイン剪

定を落葉期に行うことを試験的に実施した。 

剪定時期を切り替えることにより、沿道住民の清

掃作業の負担軽減に寄与する結果となった。 

 ただし、基本冬眠期と言われる時期である冬期では

なく、落葉期に剪定作業を行ったことから樹木の衰弱、

枯死が発生しないか観察していく必要がある。 

 

（5）沿道住民との対話 

地域の意見交換会開催時に、道路維持管理に関す

るアンケートを実施した。この結果からも2009年度の

実施内容の効果が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.  まとめと今後の課題 

 
2009年度については、コスト、実施内容の工夫（区 

間・時期・時間）により沿道住民への負荷を低減させ、

その結果、苦情を低減させたことは他事務所の参考とな

ると考えられる。 

 今後の課題としては、道路管理費削減によるサービス

レベルの低下が懸念される他、現在ボランティア作業に

協力いただいている沿道住民の方の高齢化や自宅前位は

自分で清掃するといった方が減るなど、引き続き協力を

お願いしにくい状況となりつつある。 

 よって、現在道路管理行政が抱えている状況を沿道住

民に理解いただき、自治体と連携し沿道住民だけではな

く、町会単位などで清掃活動に理解を求め、ボランティ

アサポートプログラムに協力いただくなど、多数の参加

を呼びかけることが重要となる。 

○みなさまの清掃の負担に変化はありましたか。 

－ 半数以上の方が「変化した」と回答。 

○ギンナン臭などの影響に変化はありましたか。 

－ 2/3以上の方が「変化した」と回答。 

○清掃頻度を増やしましたが、効果はありましたか。 

－ 「大いにあった」「少しあった」をあわせるとほ

とんどの方が効果があったと回答。 

○昼間に清掃を行いましたが、効果はありましたか。 

－ 「大いにあった」「少しあった」をあわせると全

員が効果があったと回答。 

○来年度以降の清掃作業について。 

－「他の予算を削減してでも今年の頻度を維持すべ

き」「清掃よりも他の事業に予算を振り向けるべ

き」と意見が２分された。 

2008年度 落葉Ａ（夜間）　L=12.3km
ケヤキ710本＋イチョウ1,002本

落葉Ｂ（夜間）L=17.4km
イチョウ627本＋八王子イチョウ761本

路線全体の定期清掃範囲

落葉D（昼間）　L=4km
八王子イチョウ 761本

落葉Ａ（昼間）L=5.0km
ケヤキ　710本

落葉Ｂ（夜間）L=7.3km
イチョウ　1,002本

2009年度

落葉C（夜間）L=13.4km
イチョウ　627本


